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【例】 ／オレンジ／  ／カラー／コピー／  ／ビタミン／剤／ 


































































「非る」（あらざる）     所謂政府なる者亦人に非るなし 
「加之」（しかのみならず） 加之官職の設概するに古に簡にして後世に繁く 













於是 ここにおいて何者 なんとなれば 
   而  しこうして 
   遮莫 さもあらばあれ 




















































































《語彙素》  《語形》   《書字形》 
                 やはり 
         ヤハリ     矢張り 
  ヤハリ  
























































現代語：／この／  ／その／ （連体詞） 
中古和文：こ／の   そ／の （代名詞＋格助詞） 

























「－の～」： ／日の丸／   ／床の間／  ／竹の子／  



































現代語：  ／身の程／  ／天が下／ 

































  【例】 恨む 忍ぶ 


















































  ①形状詞     →助動詞「だ」連用形（中古では「なり」） 
  ②文語形容詞連体形（なきにしもあらず）→助動詞「なり」連用形 























   給水場 キュウスイジョウ＞キュウスイバ 










藤原道長 フジワラノ ミチナガ 
中関白  ナカ カンパク（「ナカノカンパク」とは読まない） 







  （Ａ）通常の漢語として認められるものは、原文ルビを無視して漢語として読む。 
    
【例】「玩弄品」 原文ルビ：トイス    
→コーパス上の読み：ガンロウヒン 





   








































葉均衡コーパス』形態論情報規程集 第 4版（上）（下）（国立研究所内部報告書 
LR-CCG-10-05-01,02）』（国立国語研究所） 






中古和文 UniDic http://www2.ninjal.ac.jp/lrc/index.php?UniDic 











ア イ ウ エ オ シェ
カ キ ク ケ コ チェ
サ シ ス セ ソ ツァ ツェ ツォ
タ チ ツ テ ト ティ
ナ ニ ヌ ネ ノ トゥ
ハ ヒ フ ヘ ホ ファ フィ フェ フォ
マ ミ ム メ モ ジェ
ヤ ユ ヨ ディ
ラ リ ル レ ロ ドゥ
ワ デュ
ガ ギ グ ゲ ゴ フュ
ザ ジ ズ ゼ ゾ
ダ デ ド
バ ビ ブ ベ ボ
パ ピ プ ペ ポ
キャ キュ キョ
シャ シュ ショ ウィ ウェ ウォ






ジャ ジュ ジョ イェ
ビャ ビュ ビョ クァ クィ クェ クォ
ピャ ピュ ピョ グァ

































































































































































































































ただし、前の文字が濁音・半濁音の場合、清音化した文字を書字形とする場合があ   
る。 
 
【例】（未確認） 
 
上記の結果、他の規程を適用する必要のある形となる場合は、適用後の形を語形と
する。 
 
【例】オヽシス（→オオシス）→オーシス 
○「ヾ」 
前の文字が清音の場合、濁音化した文字を書字形とする。 
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【例】ハヾローフスク→ハバローフスク 
 
前の文字が濁音の場合、同じ文字を書字形とする。 
 
【例】バヾリヤ→ババリヤ 
 
（４） 本表・付表 Aにない、小書き「ャ・ュ・ョ・ァ・ィ・ゥ・ェ・ォ」を含む出現形
について 
「クュ・スュ・ツュ・ヌュ・ムュ・ルュ・グュ・ズュ・ブュ・プュ」は、それぞれ「キ
ュ・シュ・チュ・ニュ・ミュ・リュ・ギュ・ジュ・ビュ・ピュ」を語形とする。また、「ヅ
ュ」は、「ジュ」を語形とする。 
 
【例】アヴァンツュール→アバンチュール、クルューゲル→クリューゲル、トリブュ
ーン→トリビューン、ヂユプュイトラン→ジュピュイトラン 
「ケョ・セョ・テョ・ネョ・ヘョ・メョ・レョ・ゲョ・ゼョ・ベョ・ペョ」は、それぞ
れ「キョ・ショ・チョ・ニョ・ヒョ・ミョ・リョ・ギョ・ジョ・ビョ・ピョ」を語形とす
る。 
 
【例】テョディー→チョディー、ゲョーテ→ギョーテ、ゼョン→ジョン 
 
「ウァ」は「ワ」を語形とする。 
 
【例】ハーウァード→ハーワード、ショツペンハウァー→ショッペンハワー 
 
ア・イ・ウ・エ・オ列の仮名の後にそれぞれ小書き「ァ・ィ・ゥ・ェ・ォ」を用いた出
現形は、長音符号を用いた形を語形とする。 
 
【例】オスカァ→オスカー、ロセツチィ→ロセッチー 
 
拗音「ャ・ュ・ョ」の代わりに臨時的に小書き「ァ・ゥ・ォ」が用いられたと見なせる
出現形は、「ャ・ュ・ョ」を用いた形を語形とする。 
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【例】ギリシァ→ギリシャ、カリゥーム→カリューム、ジォン→ジョン 
上記以外のものについては、大書きの仮名に直したものを語形とする。 
 
【例】ワィズマン→ワイズマン、ニコラゥス→ニコラウス、スクェーア→スクエーア、
ロェスレル→ロエスレル 
 
ただし、辞書の見出しや原音を参照して異なる形を語形とする場合がある。 
 
（５） 小書き仮名が大書きされた出現形について 
本表・付表 Aにある小書きの仮名を用いた形や、上記規程であげた出現形に用いられる
小書きの仮名を用いた形について、小書きの仮名ではなく大書きの仮名を用いた形が出現
形となる場合がある。その場合、大書きの仮名を小書きに直した上で、必要な規程を適用
して語形を定めることになる。 
 
【例】ナチユラル→ナチュラル、インテリゲンツイア→インテリゲンツィア、ヴアイ
オリン（→ヴァイオリン）→バイオリン、ヴワルカン（→ヴヮルカン）→バル
カン、ダブルユー（→ダブルュー）→ダブリュー 
 
大書きの仮名が小書きに直すべきものなのか大書きのままとすべきものなのかは、辞書
の見出しや原音を参照して語ごとに定めるものとする。 
 
【例】「シヤ」シヤツ→シャツ、アカシヤ→アカシヤ 
「ニヤ」コニヤツク→コニャック、アンモニヤ→アンモニヤ 
「テイ」ソサイテイ→ソサイティ、ステイション→ステイション 
「デイ」コメデイ→コメディ、デイリー→デイリー 
 
（６） その他 
「ファ・フィ・フェ・フォ」の代わりに「フハ・フヒ・フヘ・フホ」が用いられたと見
なせる出現形は、「ファ・フィ・フェ・フォ」を語形とする。 
 
【例】アスフハルト→アスファルト、ソフヒア→ソフィア、フヘルヂナンド→フェル
ジナンド、カリフホーニア→カリフォーニア 
115
 資料２ 
出現形「に」の品詞判別基準 
出現形「に」について、断定の助動詞「なり」の連用形かそれ以外の品詞（格助詞また
は接続助詞）かの判断基準について、以下に記述する。 
原則、次の①～⑤に該当するものは断定の助動詞「なり」とし、それ以外を格助詞また
は接続助詞とする。 
①先行語が形状詞のもの 
 
【例】容易に其舊習を改めし者なるべし（助動詞） 
僕竊かに疑なき能はず（助動詞） 
 
ただし、形状詞が名詞的に用いられ、かつ「に」が意味上「～で（～であって）」と解
せないものは、格助詞と判断する。これは本稿２．１．２に述べたように、現状の UniDic
で形状詞として登録されている語が近代語で名詞として用いられても、既登録の形状詞を
そのまま用いるために起こる事象である。 
 
【例】多少の人力財用を無用有害に費す（格助詞） 
②「あり」などの存在詞が後続し、意味上「～で（～であって）」と解せるもの（「～に
（は）あらず」のように「あり」が打消の助動詞「ず」を伴うことが多い） 
 
【例】是悦ぶべくして惡むべきにあらず（助動詞） 
未曾有の事を新に始るには非ず（助動詞） 
 
意味上「～で（～であって）」と解せないものは、格助詞と判断する。 
 
【例】耶蘇教を奉ずる一國ここにあり（格助詞） 
政府の強きを致すは天下人民の同心を致すに在り（格助詞） 
③「～にして」の形で用いられ、意味上「～で（～であって）」と解せるもの 
 
【例】夫日曜は七曜の一にして、毎週の首なり、（助動詞） 
倍根より以前の心靈の理學は空理のみにして實證なし（助動詞） 
 
意味上「～で（～であって）」と解せないものは、格助詞と判断する。 
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 【例】楊朱墨翟の相反せる兩極を合一にして之を社交の一大例規とし（格助詞） 
スチプレーション箇條書を頼みにして弊害を防ぎ止めんとするの一法あるの
み（格助詞） 
④係助詞「や」が後続し、「～にやあらむ」と「あらむ」が補えそうなもの 
 
【例】ただ艸木の幹一つにして枝八十に別るるを見て本は一つなりと誤れるにや（助
動詞） 
⑤やう（様）に、ごとくに 
 
【例】我邦の制とは大に相違する所ある樣に覺ゆるなり（助動詞） 
正金は年々常例の如くに外出するなり（助動詞） 
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